
【第３回 学校運営協議会のまとめ】 

                                    令和６年１１月７日（木）実施 

 

１ 開 会 １３：００～ 

 

２ オープンスクールの参観（小６を対象とした） 

（１）生徒会による学校紹介  １３：２０～  

（２）公開授業参観（５校時） 

   ＜体験講座【６年生】＞ １３：４０～１４：１０ 

    ○国語（３Ａ教室）  ○理科（第１理科室） 

    ○数学（３Ｂ教室）  ○音楽（音楽室） 

   ＜公開授業（オープンスクール）＞ １３：２０～１４：１０ 

○１A：英語    ○１B：美術   ○２Ａ：英語  

○２B：数学    ○SCⅠ：理科      

（３）生徒集会参観 １４：２５～ 

 

３ 報告連絡事項 １５：０５～ 

 

４ 質疑応答（学校運営に関すること） 

協議（熟議）内容 委員からの意見 協働して取り組むこと 備 考 

＜報告連絡事項＞ 

◆学校の現況報告 

 ・文化祭の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次年度に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇文化祭で合唱コンクールの審査委員と

して参観したが、意欲的に取り組む生徒

の姿や歌声に感動した。特に、２年生の

合唱は素晴らしく感じた。 

 

◇文化祭でのプログラム「共楽」の取り

組みを参観して、子どもたちのはつらつ

とした態度や発表する姿に、とても目を

見張るものがあった。 

新しい企画であったが、このように生

徒が自主的に企画・発表することができ

る朝中生の底力を見ることができた。ぜ

ひ、今後も続けてほしい。 

 

◇生徒のパフォーマンスは、先生方のご

尽力もあったと思うが、自分たちで文化

祭を創り上げようする姿勢が見えて、大

変よかった。 

 

◇来年度の学級編成において、新２年生

では現状を維持する２学級編成が良いよ

うに思う。先生方には授業数等の負担が

増えるが、保護者の立場から考えると、

兵庫型システムを活用し、現状維持が最

善であると考る。 

 

◇学級数を増やし、先生方の負担を減ら

す方法はないのでしょうか。例えば、先

生の数を増やす方法等ありますか。また、

□引き続き、次年度においても文

化祭にお招きする。また、合唱コ

ンクールの審査員として依頼す

る。 

 

□生徒たちの頑張りを中心とし

たコメントをいただき、講評に活

かして発表する。 

 

 

 

 

 

 

□「共楽」今後とも先生方が負担

にならないよう配慮しながら、良

き伝統として継続していきたい。 

 

 

□運営協議会の意見を参考に、職

員会議でも検討を図る。 

 

 

 

 

 

□正規教職員の定数を増やすこ

とは不可能であるが、地域の人材

を登用して出前授業等は可能で

 



 

 

 

 ・不登校生の現状 

  

 

 

 

 

・全国学力学習状況調査

本校分析報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・読書活動推進事業の状

況報告 

 

 

 

 

 ・授業づくりのユニバー

サルデザインの取組

について 

そのために、私たち委員でできることは

ありますか。 

 

◇年々、不登校生は全国的に見ても増加

傾向にある。学校でもいろいろな対応を

されていることに感謝する。不登校生の

全員が学校とつながっている（顔が見れ

ている）と報告を受け安心した。 

 

◇数学に課題があるとの報告であるが、

中学校だけでは学力の向上は難しいと感

じる。小学校と連携した９年間を見通し

た計画的な指導が必要と考える。 

 

◇GIGAスクール構想により一人一台ダブ

レットが使用となった。その結果、授業

で使用することで、書くことが少なくな

り、少なからず学力に影響しているので

はなかろうか。 

 

◇生活の分析結果の通り、我が子もゲー

ムをする時間も多く、グループラインで

会話を要して、家庭学習の時間が少ない

のは懸念するところである。 

 

◇我が家においても、放課後や家庭での

時間の使い方が下手である。 

 

◇県指定の２年間の取組ではあったが、

良い実践は今後も継続することが必要に

思う。１１月５日に実施された「読み聞

かせ活動」は、正にその実践であると考

える。 

 

◇この研究成果をぜひ、学力の向上につ

ながることを期待している。 

ある。例えば、教員免許保有者等

が町内にいないかなどの人材を

紹介していただきたいと依頼す

る。 

□校内サポートルーム（ほっぷス

ペース）に子どもサポーターを配

置しているが、地域人材で協力い

ただける人の発掘を依頼する。 

 

□小中連携の学習部会において、

学力向上に向けた研修会の開催

や家庭学習の手引き作成等など、

町内の小中学校が９年間の指標

表等が作成できればと考える。 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

□１１月１８日（月）に研究発表

報告会を開催する。合わせて参観

依頼する。 

 

 

 

□１１月１９日（火）に研究発表

会を開催する。合わせて参観を依

頼する。 

 ＜協議事項＞ 

◆部活動の地域移行につい

て 

 

 

◇部活動の地域移行にはいろいろな方式

が想定されているようだが、一番の課題

はどんなところですか。委員が協力でき

ることはありますか。 

 

◇現在、剣道部に部活動指員と女子バレ

ボール部に外部指導者を任用している

が、今後の部活動の地域移行にどうつな

がっていくのか。また、お二人の立場の

違いを教えてほしい。 

 

◇我が子は、地域のクラブ活動に参加し

てる。本人の意志で頑張っているので応

□指導者の人材確保が一番の課

題である。そのためにも、地域で

指導ができる方の人材を発掘し

ていただきたい。 

 

□現在、部活動指導員を配置して

いる部活動から、休日の指導を単

独でしていただくように移行し

ていく。 

 

□部活動指導員と学部指導者の

違いを簡潔に説明する。 

 

 



援したい。ただ、保護者の負担として、

練習や試合の保護者送迎や運営等への費

用がかかってくる。こういったことも課

題となってくる。 

 

◇外部指導者のおかげで、子どもたちは

専門的な指導が受けられ喜んでいると同

時に、先生方の負担軽減にもつながって

いるのではなかろうか。 

 

□本市に「部活動の在り方検討委

員会」が設置され、検討が始まっ

た。その委員会において、学校の

現状等を訴えていき、よりよい方

向を見い出していきたい。 

 ＜協議事項＞ 

◆新制服のデザインにつ

いて 

 

 

  

◇新制服の最終モデルは、現行が進めて

いる物に承認したいと思う。また、最終

デザインもアンケート結果を基に、学校

が最終決定することに、運営委員会とし

て同意する。 

 

◇慎重に丁寧に、新制服の導入に向けて

進められていることは大切である。今後、

服装については生徒の意識づけが大切に

なってくる。また、今回の制服を決める

案件だけでなく、いろいろな機会におい

て、先生方の配慮が行き届き過ぎて、子

どもたちに、石橋を叩いて渡らせるので

はなく、常に成長につながる指導意識で

取り組んでいくことも大切なのではと感

じた。 

 

□生徒、保護者、６年生、６年生

保護者等に制服のデザインに関

するアンケートを実施し、その結

果をもって最終決定としたい。 

 

 

□生徒の自主性や成長につなが

る指導方法といった研修開催も

検討する。 

 

 ＜その他＞ 

◆今後の予定確認 

◇次回、本年度最後の運営協議会となる。

１年間の取組である学校評価をしなけれ

ばならない時期でもある。その点を踏ま

えながら、次回への参加をお願いしたい。 

 

□学校評価の観点を分かりやす

く作成し、委員が評価がしやすい

評価表を作成する。 

 

＜その他・依頼＞ 

◆高校入試面接官の依頼 

◇全委員、出来る範囲で協力させていた

だく。 

 

□運営委員に積極的に協力を依

頼する。 

 

  

５ その他 

（１）第４回  ２月 日（ ）中旬 １３：３０～１５：００ 

                  （学校保健委員会と合同） 

（２）その他の活動 

   ○３学期（１月下旬～２月初旬）３年生高校入試【面接官を依頼】 

 

６ 閉 会 １６：１５ 


